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高度情報化社会の現代,マス・メディアによる報道や広告等は私たちの「生な」現実認識や世界認識・人生観さ

え大きく左右し,形成する程の圧倒的な影響力をもっている。特に,テレビ・映像等による視覚的な情報が文字言

語による情報以上に,私たちの「内部の現実」に浸透してきていることは,ニュース番組による一部の誤った報道

問題やオウム真理教事件等の事実の報道経過と私たちの判断の傾向等にもよく表れている。膨大で多様なマス・メ

ディアの渦中にある現代の子どもたちへの生涯にわたる自己学習力の育成を考える時,マス・メディアのメカニズ

ムを正確に知り批判的に情報を理解する方法を指導することは,現代の学校教育に不可欠の指導事項の一つである。

また,子どもたちの的確なコミュニケーション能力・情報理解から発信への能力(実践的な活用)を育成するとい

う,国語科言語能力の基礎基本指導の観点からも重要な点である。

ところが,このような立場からの“国語科の"メディア・リテラシー教育は,これまでほとんど行われてこなかっ

た。従来行われてきた,広告やTVコマーシャルを活用した実践やニュース番組作り等は,単に身近な題材として

のメディアの収集・発表や話し合いであったり,メディア・リテラシーの今日的な必要性や国語科言語能力の位置

づけ等の欠落した番組作りや報告会等になっていたことが問題である。

本稿は「国語科におけるメディア・リテラシー教育」実践の一部であり,導人部分として行った中学生へのTV

コマーシャルアンケートとその考察,実践への生かし方の観点等を中心に述べるものである。

キーワード メディア・リテラシー TVコマーシャル 情報理解から発信(情報教育)

はじめに一新学習指導要領と情報化社会-

新学習指導要領の告示により,情報化・国際化の枠

組みの中で,生涯学習につながる「生きる力」を育て

る国語科の方向が示された。今回の国語科の目標に新

たにつけ加えられた「伝え合う力」の育成等,国語科

固有の学習や基礎基本の学力を重視しつつ,「総合的

な学習」に有機的に生きる言語能力をどのように育て

るかが今後の大きな課題である。

「総合的な学習」や「生きる力」「伝え合う力」の

育成を目指す国語科学習のポイントの一つは,生徒を

取り巻く「情報」,特に映像伝達メディアの膨大な量

と影響力の事実を踏まえたマス・メディアの情報伝達

システムについての批判的な思考力・判断力・問題発

見能力(メディア・リテラシー)を育成することにある。

生徒の多くは,自分たちの日常生活や,生き方・考

え方等の価値判断の形成過程で,メディアから多大な

影響を受けていることに対して無自覚である。「情報」

が常に,目的・場面・相手・媒介・条件等によって,

選択・変形・権威づけが行われている事実を知ること

は,単にマス・メディアを批判的に「読む」ことだけ

ではなく,自分たちが発信者の立場で効果的なコミュ

ニケーションの在り方を考える学習にも生きてくると

考えられる。

そこで,国語科におけるメディア・リテラシー教育

入門をテーマとした基礎的な学習システムを構成し,

実践した。本稿ではメディア・リテラシーの導入とし

て,生徒にマス・メディアによる影響力に体験的に気

づかせるために実施した「テレビCMについてのアン

ケート」の意図と内容,結果とその分析について検討

し,生徒のメディア環境やメディアに対する考え方の

実態に迫り,今後のメディア・リテラシー教育の在り

方について考察するものである。

1。なぜ今,メディア・リテラシーなのか

高度情報化社会は,科学技術・通信技術による情報

ネットワーク社会である。現在普及しているテレビ・

コンピュータ等のメディアは,瞬時に世界中の多くの

情報を提供するという利点をもつ。しかしその一方で

メディアは人々の社会認識に大きな影響を与え,様々

な錯覚や誤解をも生み出す。これは,特にテレビなど

視覚的なメディアを通じて得られた情報によって,現

実とは異なった認識が形成されるということである。

こうした見解から,既にアメリカやカナダでは(1)情

報の読み方. (2)メディアの暴力的な側面, (3)メディア

の商業的意図. (4)メディアの中のセクシュアリティに

気づかせるメディア教育の充実が図られている。(注1)

現在我が国の子どものメディア接触は多岐にわたっ

ているが,その主たるものがテレビである。子どもの
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テレビ接触時間は一日当たり3時間10分(ビデオ・リ

サーチにより関東地区の調査)に達しており,子ども

にとってテレビは圧倒的な情報源である。しかしテレ

ビから流される情報は子どもにとって必すしも有効で

あるとは限らす,かえって有害である場合の方が多い。

なぜなら,子どもは経験と判断力の不足から,テレビ

の情報が真にリアリティのあるものなのか,あるいは

バーチャルなものであるかの判断を超えて受け入れて

しまう可能性が高いからである。(a2)

日本においてもメデイア・リテラシー教育は今後必

要不可欠となる。メディア・リテラシーとは,メディ

アのあり方を社会構造の中において理解し,メディア

の提供する情報を正しく読み解き,必要な情報を選択

し,メディアをよりよく使いこなすの能力のことであ

る。メディアがなければ私たちの社会が成立しない現

在,メディア・リテラシーの向上は子どもの正しい現

実認識や人間形成の過程で必要なだけではなく,今後

の社会生活での思考力,判断力の向上にもきわめて大

きな役割を果たすと思われる。

2。中学におけるメディア・リテラシーの授業

一導入としてのテレビCMアンケートの位置-

(1)国語科を核としたメディア・リテラシー教育

本稿は,説明文「マス・メディアを読み解く方法」

(自作教材・佐藤洋一,本稿では省略)を「情報の一

モデル」として学習することを通して,①情報の仕組

みと戦略(制作意図・選択や加工・受信者の理解等),

②メディア・リテラシーの五つの概念,③メディア・

リテラシー学習の意味と生かし方について考え,④テ

レビ・コマーシャルの分析を例に,その構造と特質に

気づかせる中学2年生を対象とした学習の一部である。

教材の理解(基本学習)から,各自が選んだCMを

分析し(応用・個性化学習),発表・評価する(発信・

評価学習)というこの段階的な学習過程は,国語科の

基礎基本の「言語能力」だけでなく,今日的な「コミュ

ニケーション能力」や「自己評価能力」を無理なく育

成する学習システムを構想している。(資料1)

｢'嗇刄｣‾¬ 国語科を核にした″メディア・リテラシー教育″(一例)

現実のメディアによる報道は,例えば政治経済・国

際関係・戦争と国家間等,多様な背景と思考・立場の

「フィルター(選択・加工・意味づけ)」による複雑で

高度な内容を持っている。このような情報を批判的に

読み解き,自分の生き方や現実認識に生かす応用・発

展学習の前に,国語科の「基礎基本」としてメディア

を楽しく学習させることが必要となる。そこで,メディ

ア・リテラシーの入門としてテレビCMを取り上げる

こととした。

テレビCMを扱うことにより,日頃ビジュアルなメ

ディアに最も多く接している中学生の興味・関心を生

かすことができる。また,テレビCMは簡潔でありな

がらも,テレビの商業的制度的位置がよく表れる部分

であり,メディア・リテラシーの入門として詳細に分

析する価値がある。

(2)学習計画における位置

メディア・リテラシーの導入として,マス・メディ

アによる影響力に体験的に気づかせるために実施した,

「テレビCMについてのアンケート」の学習計画上に

おける位置と実際について述べる。

学習計画においては「導人・基礎技術」(1/8時

間目)の中で行った。(詳細は資料2)

まず,テレビコマーシャルの「制作者の意図」「カッ

ト」等が紹介されている『ACレポート〔第九九号〕

〔第一〇〇号〕』(一九九八~九九年キャンペーン分,

社会法人/公共公告機構発行)の中から,骨髄バンク

登録のCMとその反響,環境問題についてのCM等,

生徒が関心をもちそうな資料を紹介し,中学生を取り

巻く様々なメディアの存在を意識化させた。次に,

「テレビCMについてのアンケート」(資料4)を記入

-90-



―
9
1
-

学習計画(8時間完了) 資
料
２

学
習
計
画
に
お
け
る
位
置

愛
知
教
育
大
学
教
育
実
践
総
合
セ
ン
タ
ー
紀
要
第
３
号



佐藤,左近:国語科における‘メディア・リテラシー教育"

して,私たちの生活がメディアに大きな影響を受けて

いることに気づかせ,課題意識をもたせた。アンケー

トの結果は次時までに一覧にしてまとめ,他の生徒の

意見を紹介して今後の学習に対する関心を高めた。

3。テレビCMアンケートの内容と意図

(1)メディア・テキスト理解,分析のためのフレーム

メディア・リテラシーを学ぶ上で不可欠なメディア

理解・分析では,相互に関連する多くの要素を視野に

入れて「意味」を読み解いていくが,ここでは,それ

らの要素を資料3のような三領域に大別するフレーム

(分析モデル)を用いた。メディア・テクノロジーの

進歩が著しい今日では,三領域の境界が必すしも明瞭

ではない場合もあるが,新たなメディア環境のもとで

もこのフレームはメディアの基本的な理解・分析モデ

ルとして有効である。

私たちは普段の生活の中で,視聴者(オーディエン

ス)の立場からメディアと接触し,評価していると言

うことができる。そこで,このフレームの「テクスト」

「視聴者JF制作者」の三領域それぞれに対して自覚的

になるように,アンケートの項目を考えたのである。

このフレームは,「テクスト」「視聴者」「制作者」

の相互関係を視覚的・構造的に理解するのに役立つ。

また,複数の角度から物事か見られるようになってき

た中学生の時期にふさわしく,メディアを多面的・分

析的に理解する手掛かりともなる。

今回の実践はメディア・リテラシーの入門というこ

ともあり,このフレームは生徒に提示せす,三領域を

体験的に気づかせることに留めた。しかし,学習が進

んで生徒がメディアに対してある程度自覚的になった

らこのフレームを生徒に提示し,様々なメディアを項

目に従って分析することも可能であり必要である。

[‘茸莉]ドコ メディア・テキストの理解、分析のためのフレーム

メディア分析モデル メディア・テクストの理解のためのフレーム

い。また,特にどういう部分や作り方(構成)のため

に印象に残ったと思いますか」。例として「登場する

人物やタレント・映像や画面の作り方・全体的なイメ

ージや雰囲気・メッセージや言葉」を挙げ,生徒が答

えやすいように支援した。これはメディア分析のフレ

ームの「テクスト」と「制作者」に気づかせる発問で

ある。視聴者にとって印象に残るCMは,制作者側か

印象に残るように意図的に構成していることを意識化

させることも意図している。

④「知らないうちにテレビCMのー部を口ずさんだ

り(メッセージや言葉),ハミングしたり(歌やメロ

ディー)していることはあるか」。⑤「テレビCMで

取り上げられている「商品」「品物」を買ったことは

あるか。また,欲しいと思ったことはあるか。それは

どんなCMか」(例/お菓子・飲み物・ゲーム・ジャ

ンプ一等化粧品・携帯電話・ファッション)。どちら

もCMの影響力やインパクトの強さに気づかせる発問

― 92-

(2)テレビCMアンケートの内容と意図

実際に使用した「テレビCMについてのアンケート」

に発問の意図を記入したものを資料4として提示した。

アンケートの項目は次の8項目である。

①「好きな(興味をもって見ている/見ていた)テ

レビCMは何か,また,その理由は何だろう」。生徒

が考えやすいように,例としてFお菓子・飲み物・ゲ

ーム・シャンプー等化粧品・携帯電話・ファッション」

を挙げ支援した。 CM分析の基本は,自分が好きな

CMとその理由や自分にとっての新しい情報・発見を

指摘できるということが発問の意図である。

②「嫌いな(不愉快な印象をもつとか)テレビCM

は何か。また,その理由は何ですか」。この発問は,メ

ディア・リテラシー教育の出発点として,CMを反発

や嫌悪も含め批判的に解釈することを意図している。

③「テレビCMの中で,よい意味でも悪い意味でも

最も印象に残つているものを2つくらい挙げてくださ
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である。また,CMのどこに引きつけられて商品を買

った(あるいは欲しくなった)かを意識させ,CMの

商業的な意味を知らせる上でも重要である。

⑥「中学生や,十代の視聴者(小学校高学年から中

高校生)を引きつけるテレビCMの特徴は何だと思い

ますか。自分の考えを2つくらいにまとめて書きまし

ょう」。中学生が引きつけられるCMの特徴を考えさ

せることにより,CMはターゲットを想定して制作さ

れていることや,視聴者自身がメディアから意味を読

み取るということに気づかせる発問である。

⑦「テレビCMを見る受け手の側ではなく,「発信

する企業(会社)の側」・「制作する側」そして,出来

たテレビCMを「放送(伝達)する側」等が工夫して

いると思われることを考え,簡単にまとめてみよう」。

制作者側からテレビCMを見直すことにより,メディ

アは「テクスト」「視聴者」「制作者」が密接に関連し

て構成されていることに気づかせる発問である。

⑧「皆さんかきちんと書いたこのアンヶ-トは,新

しい教育の一つである「メディア・リテラシーという

授業」を創るためのとても大切な資料です。最後にア

ンヶ-トを書いてきて思ったことかあったら,自由に

感想や意見を書いてください。授業に役立てたいと思

「i奪回‾コ CMアンヶ一卜の内容と意図

います｣。最後の項目は,生徒にとって初めてである

｢メディア・リテラシー｣という用語を知らせ,今後

の学習の意義と見通しをもたせる上でも重要であると

言うことができる。

4。アンケート結果と分析

(1)アンケート結果

アンケートの結果(B4で2枚)を資料5に示した。

結果の一覧は次時までにまとめ,CMというメディア

の捉え方やメディアに対する友達の考え方を紹介して,

今後の学習に対する関心を高めた。生徒は無意識のう

ちにCMから様々な情報を得,多くの影響を受けてい

ることをアンケートの結果から実感し,驚いていた。

(2)結果の分析

① 好きなテレビCMとその理由についての分析

ア。生徒が気に入るCMは,飲料水(ジュース,缶コ

ーヒー)のCMが圧倒的に多い。制作側も中高生をタ

ーゲットとしたCMづくりをしていると思われる。

イ。人気のあるタレントやキャラクター(ラルク~ア

ン~シェルや松嶋奈々子,ピポざる等)が出ていると

いう理由で,好きなCMとして選ばれている。

ウ。ストーリー性のあるCM(「なっちゃん」「のほほ



アンケ-ト結果
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テレビCMについてのアンケートのまとめ

(2年1組･2組の55人の皆さんのアンケートの集計。19 9 9年7月現在｡)
,好きな･テレビCM"は何か。またその理由は?(主なもの)
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ん茶」)や,意外性のあるCM(「スカイパーフェクト

TV」「アスパラドリンク」)は,生徒間で日頃話題に

なりやすく,好きなCMとして選ばれている。

② 嫌いなテレビCMとその理由についての分析

ア。「気持ち悪い」「イヤだ」「しつこい」など,嫌悪

感から嫌いなCMとして選ばれる傾向が強い。

イ。「意味がよくわからない」や「(ウィダーインゼリー

を)10秒で飲むのはつらい」などの矛盾点を含む内

容や構成が許せないという理由も多く見られた。(特

に男子)

ウ。出ているタレント等が好きだという理由で好きな

CMとして選ばれたのと同じく,CMに出ているタレ

ントやキャラクターが嫌いだからという理由で嫌いな

CMとして選ばれることが多い。

③ 印象に残ったCMとその理由についての分析

ア。印象に残ったCMとして「ごめんね」(サントリ

ー)や「リゲインEB錠」(三共)など,社会的現象

となっている“癒じをテーマとしたCMも選ばれて

いる。「なんか穏やかな気持ちになる」,「心が楽になっ

て,涙ぐんでくる」等が選んだ理由である。

イ。「CMガールの勢いがすごい」(「みどりのパブロ

ン」・大正製薬),「ゴキブリの勢いがすごい」(「ゴキ

ジェット」・アース),「力強い感じがいい」(「オロナ

ミンC」・大塚製薬)など,テンポが速く勢いや力強

さが感じられるCMが印象に残ったCMとして選ばれ

ている。

ウ。印象に残った理由として,音楽(歌),踊り,景

色や商品名など,好きなCMや嫌いなCMにはなかっ

た観点からの理由が多く挙げられた。

④ 「テレビCMの一郎を口ずさんだり,ハミングし

たりしていることはあるか」の結果分析

ア.CMの一部を口ずさんだり,ハミングしたりして

いることがあると答えた生徒は全体の74.5%。

「無意識のうちにCMソングを歌っている自分に気づ

く時がある」「CMで流れている電話番号のゴロあわ

せなど,ふとした時に浮かんでくることがある」など,

CMの影響力の大きさに自覚的な生徒も多かった。

イ.CMの一部を口ずさんだり,ハミングしたりして

いることがあると答えた生徒を男女別で見ると,男子

は60.0%,女子は86.7%と女子の方が圧倒的に多かっ

た。また,男子よりも女子の方がCMソング等を正確

に再現することができることもわかった。

⑤ 「テレビCMで取り上げられているものを買った

ことがあるか,または欲しいと思ったことはあるか」

の結果分析

ア。テレビCMで取り上げられているものを買ったこ

とがある,または欲しいと思ったことがあると答えた

生徒は全体の85.5%と,④の発問と同様に高い数値が

出た。「スーパーで欲しいものを買う時,同じような

ものが二つあって迷ったら,CMで宣伝している商品
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を買う」と,既有の体験と結びつけた意見も出た。

イ。テレビCMで取り上げられているものを買ったこ

とがある,または欲しいと思ったことがあると答えた

生徒を男女別で見ると,男子は80.0%,女子は90.0%

と,やはり女子の方が多かった。

女子は「歯がきれいになる」「顔がつるつるになる」

「健康になれそう」「体によさそう」など,美容・健康

面での配慮が全面にうち出された食品や化粧品に引き

つけられる傾向にある。「ダイェットコーラ」「植物物

語」「ナイーブ」など商品名に引きつけられるのも同

じ理由である。

男子は「試したかった」「歯ブラシのネックがしな

うので使ってみたいと思った」など,商品の機能性や

説得力のある構成に引きつけられる傾向にある。また

「『限定』とか「今だけ」といわれるとつい…」「スター

ウォーズのボトルキャップがほしいから」など,付加

価値や希少価値に引きつけられるという意見も多かっ

た。

⑥ 「中学生をひきつけるテレビCMの特徴は何だと

思うか」の結果分析

ア。「メッセージの表現方法」や「CMの内容」(構成

や登場する人物)に対しての意見が集中した。「メッ

セージの表現方法」については,「しつこくないもの。

押しつけがましいのはだめ。さりげなく長所をアピー

ル。」「明るくさわやかにする」等,さわやかさやさり

げなさに重点を置いた意見が最も多かった。次に「強

烈にインパクトのあるものを出す」「ハデなコンピュー

タ・グラフィックを使って,インパクトを出す」等。

“ジョルド(画面内での人やものの動き,音声技術

としての高音,編集上での目まぐるしいカット等によっ

て起きる衝撃)の効果をねらった意見が男子に多く見

られた。

イ。「CMの内容」に関しては,第一に意外性のある

構成(「売りたい商品と全然関係ない内容にしてひき

つける」「人気ドラマのワンシーンをパロディ化して,

商品を売る替えドラマをつくる」),第二に登場人物の

起用(「人気のあるタレント」「だれも知らない人や,

身近にいそうな人を使う」),第三に背景の重要性

(「背景を,日常の風景の見慣れたものにする」「きれ

いな景色」)に対する意見が出されている。

ウ。その他,言葉やリズム等オーディオ的要素に対す

る意見(「商品名や言葉をリズムに乗せて,覚えやす

くする。頭に残るような」「英語など,他の国の言葉

を多く使う」)や,“おしゃれ'や“かわいらしざを

強調するようなイメージに関する意見(「レトロな感

じのものや,かわいい感じのもの」「かわいい動物を

たくさん出す」),商品そのものではなく,“付加価値

や希少価値"などに関する意見(「何かプレゼントと

してつけたり,『限定』という言葉を使ってひきつけ

る」)等が出された。
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⑦ 「テレビCMを「放送する側」が工夫していると

思われることはなにか」の結果分析

ア。一番多かった意見は,「出てくるギャラを工夫し

て,みんなに受けるようにする」「商品のイメージに

合うようなタレントを選んでいる」等の登場人物に関

する意見である。人気のあるタレントやキャラクター

が出ているという理由で好きなCMを選んでいる生徒

にとって,登場人物の起用方法はCM制作において最

も重要であると考えていることがわかる。

イ。次に,「誰がそのCMを見ているかを調べ,時間

帯を考えて放送している」「人気ドラマなどの前後に

放送する」「商品を欲しい人たちの年齢層を考え,そ

の世代に人気のあるタレントを使う。例えば中高年の

人が見る=郷ひろみ,若い人たちが見る=広末涼子な

ど」等,視聴者の年齢層や時間帯を考慮した意見が多

かった。

ウ。その他,「カットを多くする」というカメラワー

クや編集方法に対する意見や,「商品名の『文字』の

出し方を印象的にする」というグラフィックスに関す

る意見等,⑥では出なかったような観点からの意見も

多く見られた。

また「見ている人に,語りかけるような作りにして

いる」等の視聴者を意識したCM構成に関する意見や,

「CMで宣伝する商品よりも,CM自体が話題になる

ようにしている」「同じ商品のCMでもいろいろなパ

ターンをつくる」等,現在のテレビCM事情を反映し

た鋭い意見も見られた。ここから,日頃の生徒のメディ

アに対する考え方や問題意識,影響力の諸相等をうか

がい知ることができる。

⑧ その他

ア。男子よりも女子の方がCMに興味をもっており,

ザッピング｀(リモコンを使っ七CMのあいだ音を消し

たり,チャンネルをかえたりすること)せずに集中し

てCMを見ている子も女子に多い。このアンケートで

もCMのスポンサー名を悩むことなくすらすら書いた

り,CMの細部を詳しく思い出せる生徒も女子の方が

多かった。

イ。好きなCMや嫌いなCM,印象に残ったCMには

かなり重なりがあった。全部に選ばれているCMは,

「キャミ」(車・トヨタ),「BOSS 7」(缶コーヒー・

サントリー),「アスパラドリンク」(健康食品・タナ

ベ製薬)である。

好きなCMと嫌いなCMの両方に選ばれているのは

「スカイパーフェクトTV」(TV・スカイパーフェク

トTV)である。好きなCMと印象に残ったCM両方

に選ばれているのは,「さるゲッチュ」(ゲーム・プレ

イステーション),嫌いなCMと印象に残ったCM両

方に選ばれているのは,「武富士」(金融・武富士)で

ある。いずれも選ばれた理由は,全く正反対のものや

観点の違うものなど様々であった。

5。国語科の「情報教育」とメディア・リテラシー

新学習指導要領における「情報教育」という内容は,

コンピュータ等の積極的活用という意味での基礎的な

操作能力・ソフト作成等の操作運用レベルから,メディ

アを含めた情報社会の理解と参画まで非常に幅広い。

(国語科における「情報教育」の概念・注3参照)こ

の中で国語科か担うべき「情報教育」の役割の主たる

ものは「情報活用の実践力」,すなわち「課題や目的

に応じて情報手段を適切に活用することを含めて,必

要な情報を主体的に収集・判断・表現・処理・創造し,

受け手の状況などを踏まえて発信・伝達できる能力」

を育成することである。また,「情報の科学的な理解」

や「情報社会に参画する態度」は,国語科で扱う説明

文教材とその生かし方に大きく関わってくることが予

測される。

国語科の「情報教育」とメディア・リテラシー教育

とを関わらせた言語能力の目標を以下に示す。(産3)

(1)マス・メディアによる「情報制作・発信」の仕組

みや方法・影響力等について知ることを通して,現代

社会のありかたや自分自身をより深く考えることがで

きるようにする。

→「情報」の正確な理解・思考力と判断力/問題意識

の喚起

(2)「情報の仕組み」やメッセージ・背景等に疑問を

もったり,時には批判的に解釈したりすることを通し

て,現代社会にある様々なメディアの特質や役割を知

り,自分の意見や生き方と関わらせて考えることがで

きるようにする。

→「情報」発信の立場からの思考力・批判的精神/問

題発見能力・批判的な精神の主体性

(3)目的や場面・主張に応じて,自分らしく個性的に

「情報」を収集・選択・構成・判断・伝達することが

できるようにする。

→「情報」の伝達の基礎と個性的な方法の工夫/「情

報」活用の評価能力と学習方法の一般化

このような立場から見直す時,本実践の成果として

は,大きく次の三点を指摘することができるだろう。

(1)メディア・リテラシー教育の「導入・基礎技術」

で「テレビCMのアンケート」を行ったことは,生徒

のメディア環境やメディアに対する考え方等の実態を

把握する上で大変有効であった。さらに,生徒を取り

巻くメディアについて具体的に意識化させる契機とな

った。また,次時の「基本学習」で扱った説明文教材

「マス・メディアを読み解く方法」を理解するための

ステップともなったと思われる。

(2)日頃生徒はテレビメディアに最も接触しており,

好きなタレントやキャラクターが出ていることが多い

テレビCMを導入やその後の分析で扱ったことは中学

生の興味・関心を生かすという点でも有効であった。

また,テレビCMは商業的意図をもっテレビにおいて
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最も念入りに制作される部分であり,CMの簡潔さ,

情報密度の濃さ,イメージヘの依存度,比喩,暗示等,

メディア・リテラシーの入門として詳細に分析するに

耐え得る一教材(情報・題材)であったと考える。

(3)この学習全体を終えた後,生徒はメディアに対す

る考え方が変わっただけでなく,効果的な文章構成や

説得力のある発言の仕方を意識するようになった。今

後につながる「伝え合う力」や「生きる力」を育てる

ためにも,学び方や評価の観点を明確にした学習過程,

発問,ワークシート等の必要性を感じた。

以下,メディア・リテラシー学習全体(資料2参照)

を終えての生徒の感想の一部を提示する。

(1)どんなCMでもいろいろな目的をもっていて,細

かく分析することで,そういう目的がわかってきた。

とてもおもしろかった。(男子)

(2)いろんなCMを分析して楽しかった。どの分析も

わかりやすくて,「CMをつくる側の意図」が自分

なりによくわかった。(男子)

(3)CMはたった15秒の短い時間の中で,より視聴者

の心を引きつけ,その商品やサービスをたくさん売

ろうと努力していることがわかった。(女子)

(4)とても短い時間の中で,視聴者をひきつけるCM

をつくるために,CMの中の色を考えたり(はてな

色)音を工夫したり(オーバーな音)していてびっ

くりした。(女子)

(5)今までなにげなく見ていたCMも,制作者はたく

さんいて,商品を売るためにいろいろな工夫をして

いることがわかった。最近テレビの見方が変わって

きた。(女子)

このように生徒は,説明文「マス・メディアを読み

解く方法」(自作教材・佐藤洋-)を「情報のーモデ

ル」として学習し,その後テレビCMを分析・発表・

評価したことを通して,①情報の仕組みと戦略,②メ

ディア・リテラシーの五つの概念,③メディア・リテ

ラシー学習の意味と生かし方について理解し,メディ

アの構造と特質に楽しみながら気づくことができた。

また,「これからはCMの見方が変わってくると思う」

や,「(情報・メディアの読み方について)こういうこ

とを教えてほしかった。いままでは教えてもらえなかっ

た」等,この学習によってマス・メディアや現実認識

の方法を学んだという意見も多く見られた。

おわりに

授業時数の削減や,日常生活の場面に生きる学習方

法の「構造的な改革」が重要なこの時期,学校教育全

体の中で,そして「総合的な学習」構想との関係の中

で,「国語科の中心的な役割と教育的機能の位置づけ」

を明確にした授業を組み立てることがより一層求めら

れている。「国語科におけるメディア・リテラシー教

育」は,その中でも重要な位置を占めているというこ

とができる。

これまでもテレビCMや広告を題材にした国語科学

習は行われてきている。しかし,それらのほとんどは

単に生徒に身近な題材による調査・発表・話し合いの

学習にとどまっている。本稿で提示してきたような今

日的なメディア・リテラシー教育構想の中で,あるい

は国語科の「情報教育」との関連の中で段階的に位置

づけられたり,評価されたりしてこなかったことが大

きな課題であった。

今後も生徒の実態や関心・意欲を正確に分析しつつ,

21世紀の社会を生きるために必要な諸能力を,生徒に

楽しく身につけさせることができるような実践研究を

行っていく必要がある。

なお,テレビCMアンケートの授業における生かし

方の詳細や,説明文「マス・メディアを読み解く方法」

の読みに関する基本指導,その後の応用・発信・評価

学習としての「テレビCM分析」と「テレビCM分析

発表会」等については別稿を予定している。
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